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古
く
黄
河
中
流
域
を
そ
の
本
拠
地
と
し
て
ゐ
た
漢
民
族
が
次
第
に
膨
脹
発
展
し
て
、

遂
に
一
大
民
族
企
構
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
既
に
周
知

の
事
実
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
南
支
那
へ
の
発
展
は
息
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
巡
動
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
地
の
異
民
族
は
歳
と
共
に
漢
化

さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
異
民
族
の
漢
化
過
程
こ
そ
我
k

の
最
も
興
味
を
ひ
く
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

王
桐
齢
氏
は
「
支
那
に
於
げ
る
外
来
民
族
の
漢
化
に
就
い
て
」
の
中
に
於
い
て
(

1

)

、
秦
が
嶺
南
の
地
を
経
略
す
る
と
桂
林

・
南
梅

・
象
加
を
設

置
し
、
そ
こ
に
適
ヰ
等
を
送
っ
て
雑
処
せ
し
め
た
こ
と
及
び
漢
の
武
帝
が
今
の
河
套
の
地
を
略
取
す
る
と
、
山
東
の
民
を
そ
の
地
に
移
し
た
こ
と

な
ど
か
一
引
用
し
て
、
外
に
対
す
る
漢
化
の
例
と
し
、
叉
、
漢
の
武
常
が
関
越
を
減
し
て
そ
の
民
を
江
准
の
聞
に
移
し
、
烏
桓
を
降
し
て
そ
の
衆
を

遼
東
・
遼
西
等
五
郡
の
塞
外
に
移
し
た
こ
と
を
引
用
し
て
、
内
徒
に
よ
る
外
族
漢
化
の
例
証
と
し
て
ゐ
る
。

一
体
、
漢
民
族
の
政
治
的
進
出
と
共
に
行
は
れ
る
造
卒
や
罪
あ
る
者
を
辺
境
の
地
域
へ
と
放
流
す
る
こ
之
は
、
確
か
に
そ
の
地
方
の
漢
化
に
与

っ
て
力
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
と
共
は
異
民
族
の
内
地
へ
の
遷
徒
即
ち
内
徒
も
亦
、
漢
化
作
用
の
点
で
は
大
い
に
そ
の
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
考
さ

れ
る
。こ
〉
に
私
は
同
時
民
族
漢
化
過
程
の
一
研
究
と
し
て
、
北
栄
時
代
の
南
支
那
蛮
酋
の
内
従
問
題
に
就
き
考
察
し
て
み
た
い
。

先
づ
こ
〉
で
宋
代
に
於
け
る
南
支
那
蛮
放
の
割
拠
状
態
に
つ
き
縦
観
し
て
お
く
。

現
在
の
湖
南
の
大
部
分
の
地
方
に
は
渓
洞
蛮
と
総
称
さ
れ
る
蛮
族
が
居
た
が
、

そ
れ
ら
は
そ
の
居
住
地
域
に
よ
っ
て
、
梅
山
洞
蛮

・
北
江
訟

・

九
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湖
北
省
的
恩

。

南
江
蛮
・
誠
徽
州
資
及
び
枯
陽
蛮
等
の
絞
っ
か
の
名
称
に
分

μ
て
ゐ
た
。

そ
の
中
、
梅
山
耐
蜜
。
洞
庭
湘
に
注
ぐ
資
水
の
中
流
域
の
新
化
及
び
安
化
を
中
心
と
し
て
、
東
は
長
沙
、

に
一
次
ぷ
範
聞
に
そ
の
勢
力
を
仲
し
て
ゐ
て
、
蘇
姓
が
の
判
長
と
し
て
名
を
著
し
て
ゐ
た
(
2
Y

北
江
蛮
。
同
じ
く
湖
底
湖
に
注
ぐ
一
市
江
の
一
支
流
で
あ
る
商
水
流
域
に
割
拠
し
て
ゐ
た
も
の
で

、
そ
の
勢
力
は
凶
川
省
の
斡
江
、

施
ま
で
及
び
、
政
氏
が
最
大
の
酋
長
と
し
て
世
K

勢
力
を
占
め
て
ゐ
た
す
)
O

南
江
蛮
。
一
市
江
の
中
流
域
一
帯
に
居
住
し
た
ゐ
た
が
、
こ
¥
P
で
は
田
氏
・
向
氏
及
び
好
氏
の
諸
氏
が
そ
の
酋
長
と
し
て
勢
力
を
振
っ
て
ゐ
た
c

そ
の
各
氏
の
割
拠
地
は
大
体
、
町
民
が
主
江
県
を
中
心
と
し
て
そ
の
上
流
の
晃
ま
で
F

4

)

、
次
に
向
氏
は
間
氏
よ
り
下
流
域
の
黙
陽
か
ら
安
江
に
か

け
た
地
域
に
居
住
し
(

5

)

、
最
後
の
野
氏
は
安
江
よ
り
mm
陽
に
か
け
て
勢
力
を
占
め
て
官
u

ゐ
た
様
で
あ
る
。

一
誠
徽
州
蛮
。
一
向
江
上
流
の
渠
水
金
流
域
に
互
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
東
方
は
資
水
上
流
の
武
同
県
に
及
び
、
南
方
は
遠
く
広
西
省
の
融
県
と

連
結
し
て
ゐ
た
。
そ
の
酋
長
は
楊
氏
で
あ
っ
た
ハ
7
v
o

是
等
は
一
向
江
及
び
資
水
の
流
域
に
克
っ
て
居
住
し
て
ゐ
た
諸
蛮
で
あ
る
が
、
湘
江
流
域
に
目
を
転
、
す
る
と
、

そ
の
上
流
域
に
桂
陽
蛮
が
肘
た
。

桂
陽
蛮
。
衡
陽
県

・
零
陵
県

・
道
県
及
び
柱
陽
県
に
聞
ま
れ
た
地
域
に
居
り
、

一
時
広
東
省
の
連
県
や
広
西
省
の
賀
県
ま
で
勢
力
を
伸
し
た
こ

と
ハ8
v
も
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
蛮
の
あ
ら
は
れ
る
の
は
そ
の
反
乱
蜂
起
に
際
し
た

一
時
期
で
、
そ
の
蛮
4

聞
の
姓
氏
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

次
に
広
西
省
に
於
い

て
は
そ
の
北
部
の
南
丹
県
を
中
心
と
し
て
南
丹
州
蛮
が
居
り
、
莫
氏
が
そ
の
酋
長
で

あ
っ
た
。
そ
の
東
方
の
宜
北
県
を
中

心
と
し
て
撫
水
蛮
即
ち
安
化
蛮
が
居
て
蒙
氏
を
、
思
恩
県
を
中
心
と
し
て

環
州
蛮
が
区
氏
を
各
K

酋
長
と
し
て
割
拠
し
て
す
)
ゐ
た
。
叉
、
畠
拍手

(
南
寧
)
を
中
心
と
し
て
、
黄
氏
が
左
・
右
江
流
域
に
勢
力
を
有
し
て
(
川
〉
ゐ
た
が
、
そ
の
友
江
の

上
流
域
に
は
広
源
州
蛮
の
倍
氏
が
一

時
は
娼
獄

を
極
め
た
行
)
O

J

筒
、
海
南
島
に
於
い
て
は
繁
人
が
居
住
し
て
ゐ
た
ら
ち

以
上
、
湖
南
省
広
西
省
及
び
印
度
支
那
の
北
部
に
か
け
て
の
諸
査
を
概
観
し
た
が
、
勿
論
こ
れ
ら
は

一
つ
の
勢
力
と
し
て
史
上
に
民
k

現
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
他
の
地
域
に
も
諸
処
に
蛮
族
は
居
住
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。

と
し

て
名
称
は
以
上
見
た
如
く
、
州
名
や
江
名
で
あ
ら
は
さ
れ
る
の
が
常
例
で
あ
る
が
、

夷
等
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

南
は
郁
陽
、
西
は
一
向
陵
、
北
は
益
陽

全
般
的
な
名
称
と
し
て
は
蛮
は
勿
論
、
務
櫨
繁
又
は
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本
論
に
入
る
ぽ
先
き
だ
ち
、
宋
朝
と
蛮
歯
と
の
関
係
の
中
、
官
職
の
授
与
及
び
朝
貢
に
つ
き
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
ひ

一
体
、
蛮
曾
を
し
て
各
〉
そ
の
部
族
を
鎮
撫
さ
せ
る
の
が
中
国
に
於
け
る
伝
統
的
な
対
蜜
政
策
の
一
つ
で
あ
る
が
、
{
木
朝
に
於
い
て
も
勿
論
こ

の
政
策
が
採
用
さ
れ
た
。
宋
史
地
一
判
蛮
夷
一
の
序
文
に
「
樹
其
歯
長
。
使
自
鎮
撫
。
始
終
蛮
夷
遇
之
o

斯
計
之
得
也
」
と
あ
り
、
宗
会
要
稿
、
蛮

夷
王
南
蛮
、
嘉
泰
三
年
正
月
十
二
日
の
条
に
、
一
.
所
謂
以
蜜
格
。
治
蛮
格
。
其
策
莫
急
於
此
」
と
あ
っ
て
、
南
支
那
の
蜜
酋
に
対
す
る
政
策
の

一

端
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。

先
づ
采
側
で
は
蛮
酋
を
知
州
・
刺
史
等
に
任
じ
て
、
之
を
臨
時
際
せ
ん
と
し
た
の
で
ふ
め
る
。
尤
も
唐
季
の
乱
に
よ
っ
て
査
曾
達
は
各
k

そ
の
地
に

州
名
を
立
て
、
自
ら
署
し
て
刺
史
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
宋
朝
で
は
改
め
て
彼
等
を
刺
史
や
知
州
等
に
任
命
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

や
は
り
旧
の

ま
ミ
京
襲
さ
は
ぜ
た
ら
)
如
く
で
あ
る
。

災
会
要
稿
蓉
夷
玉
南
夜
一
嘉
一
昭
五
年
十
一
月
の
条
に
、

湖
南
安
撫
司
一
言
。
旧
制
渓
附
知
州
卒
。
令
共
-
酋
領
推
所
当
承
製
者
。
許
進
奉
。
為
知
州
。
侠
撫
逼
蛮
人
及
五
年
。
即
奏
授
勅
告
。
今
那

州
渓
胴
知
徴
州
楊
光
情
。
承
其
父
通
漢
。
巴
及
七
年
。
無
他
過
。
請
授
以
真
命
。
従
之
。

と
あ
る
(
M
〉
如
く
、
知
州
が
死
ぬ
と
そ
の
歯
領
を
し
て
次
に
知
州
を
承
壊
す
べ
き
者
を
推
さ
せ
、
そ
れ
に
朝
貢
か
一
許
し
知
州
と
な
す
の
で
あ
る
が
、

宗
側
で
は
そ
の
推
さ
れ
た
者
が
蛮
人
を
統
撫
す
る
才
能
を
有
す
る
や
否
や
を
吟
味
す
る
た
め
、
五
ヶ
年
聞
の
猶
予
期
聞
を
置
き
、
そ
の
後
適
当
で

あ
れ
ば
始
め
て
正
式
に
命
を
授
け
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
知
州
が
・
欠
け
た
場
合
に
そ
の
承
知
明
(
に
関
し
て
は
こ
の
ほ
か
あ
る
程
度
の
制
限
が
設
け
ら

れ
て
は
ゐ
る
が

2
v、
大
休
、
酋
長
を
し
て
こ
れ
を
承
嘆
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
刺
史
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
宗
会
要
稿
蕃
夷
ョ
南
蛮
、
景
徳
二
年
正

月
十
九
日
の
条
に
、

渓
嗣
刺
史
卒
。
其
男
皆
代
領
刺
史
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
世
製
さ
れ
た
こ
と
た
示
し
て
ゐ
る
が
、
刺
史
は
知
州
の
任
命
よ
り
も
慎
重
に
吟
味
さ
れ
有
力
な
蛮
酋
や
功
績
の
あ
っ
た
酋
長

に
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
完
〕
。

こ
の
様
に
刺
史
等
を
授
け
る
ほ
か
官
位
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
鴎
耐
除
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
俸
給
等
が
伴
っ
て
ゐ
て
蛮
歯
は
そ
の
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袋
二

利
益
を
受
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
続
資
治
通
鑑
長
編
八
七
元
豊
一
元
年
正
月
己
未
の
条
に
、

今
近
上
首
領
既
巳
受
命
。
利
於
俸
給
。
共
余
族
類
自
不
敢
動
。

と
あ
り
、

、
¥
女
献
透
考
回
試
聞
の
J

桂
海
虞
衡
士
心
(
引
〈
所
に
よ
る

」
に
南
丹
州
に
つ
き
の
ベ
、

共
酋
莫
氏
。
国
朝
命
為
刺
史
。
月
支
塩
料
。
及
守
臣
供
給
銭
百
五
十
千
。
比
内
郡
。

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
一
一
小
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
官
職
及
び
俸
給
等
を
授
け
ら
れ
た
蛮
酋
は
直
接
に
そ
の
利
益
を
受
け
た
ば
か
り
で
な
く
、

を
籍
り
、
も
っ
て
開
聞
の
諸
蛮
族
に
戚
を
張
る
に
利
用
し
た

の
で

あ
る

(50

尚
、
既
に
見
た
却
く
、
宍
一朝
で
は
酋
長
を
知
州
と
為
す
と
共
に
そ
の
問
責
b
-許
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ま
た
蛮
酋
の
鶴
暦
に
利
用
さ
れ
た

の
で
み
の
る
。をこ

長
編
一
一
一
六
照
寧
五
年
間
七
月
庚
成
の
条
に

南
江
本
唐
殺
州
。
王
代
失
守
。
群
蛮
捜
其
地
。
握
立
川
名
十
六
。
国
朝
並
隷
辰
州
。
詐
令
貢
奉
。
則
給
以
駅
券
。

と
あ
っ
て
、
南
江
蛮
に
つ
き
朝
貢
を
許
し
て
ゐ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
北
江
蛮
に
つ
い
て
も
宋
会
要
稿
蒋
夷
ョ
南
蛮
嘉
耐
一
一一年
八
月
の
条
に

国
初
診
氏
納
牌
帰
順
。
許
通
市
易
。
成
平
中
降
真
命
。
悶
管
下
二
州
名
。
許
貢
奉
京
師
。

各
三

と
あ
り
、
叉
、
長
編
八
九
元
一
岡
元
年
十
月
丁
酉
の
条
に
は
、

礼
部
言
。
南
丹
州
莫
世
忍
乞
依
莫
洪
暗
例
。
芸
人
赴
闘
進
奉
。
己
許
進
奉
。
不
令
赴
開
。
今
世
忍
再
乞
赴
開
。
従
之
。

と
あ
っ
て
(
空
、
蛮
酋
が
直
接
に
烹
師
に
赴
い
て
進
奉
し

て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
が
、
そ
の
朝
貢
途
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
宋
朝
で
は
駅
券
あ
る
ひ
は

館
券
止
を
彼
等
に
給
す
る
と
共
に
、
途
上
に
於
け
る
騒
援
の
取
捕
り
に
も
重
点
気
を
配
つ
て
ゐ
る
百
三
そ
の
朝
貢
し
た
人
数
に
関
し
て
は
長
編
鳩
七

彼
等
は
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
朝
廷
の
威
光

大
中
祥
符
五
年
十
二
月
戊
寅
の
条
に
、

渓
胴
蛮
張
文
喬
等
八
百
人
来
朝
。

と
あ
り
、
問
書
円
一
一
七
同
四
年
十
二
庚
申
の
条
に

渓
洞
安
遠
・
順
南
・
永
寧
・
濁
水
等
州
蛮
田
承
暁
等
三
百
七
十
二
人
来
貢
。
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者
蛮
人
竪
欲
詣
京
山
貝
売
。
即
許
毎
十
人
内
量
令
三
二
人
上
京
。
従
之
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
蛮
一
朗
自
ら
京
師
心
至
っ
て
貢
献
す
る
と
共
に
物
品
を
貨
売
す
る
こ
と
を
飲
し
て
ゐ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

朝
貢
と
云
へ

と
あ
り
、
同
害
時
間
「
慶
一
麿
五
年
正
月
戊
寅
の
条
に
も
、

施
州
渓
洞
蜜
岡
忠
顕
等
一
百
九
十
人
。
入
賞
方
物
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
数
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
宋
会
要
稿
蕃
夷
互
南
蜜
大
中
祥
符
五
年
十
月
の
条
に
、

是
月
渓
胴
蛮
人。

請
赴
闘
朝
親
者
千
五
百
人。

朝
議
以
通
途
往
来
公
私
労
費
。
遂
令
転
運
使
定
奪
以
問
。

と
あ
る
如
く
、
闘
に
赴
い
て
進
奉
を
請
ふ
者
が
十
月
の
一
ヶ
月
聞
に
千
五
百
名
の
多
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
様
な
多
数
の
者

が
京
師
に
赴
け
ば
そ
の
往
来
途
上
に
於
け
る
公
私
の
労
費
も
多
額
に
の
ぼ
る
の
で
、
そ
の
数
を
お
さ
へ
る
た
め
後
に
掲
げ
る
如
く
十
人
の
内
三

・

二
人
を
許
す
と
か
、

朝
貢
を
二
年
一
回
に
す
る
と
か
の
制
限
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
筒
、

進
奉
を
願
ふ
が
闘
に
赴
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
者
等

は
近
接
し
た
宋
側
の
州
に
行
き
、
そ
こ
で
貢
物
を
納
入
し
た
の
で
あ
る
翁
)
O

叉
、
泰
山
、
南
郊
及
び
正
日
一
等
の
儀
式
の
際
に
貢
献
の
蜜
曾
達
も
参

列
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
五
)
O

巻
一

さ
て
、
長
編
七
C
皇
耐
三
年
正
月
戊
寅
の
条
に
、

以
辰
州
渓
桐
彰
師
宝
知
上
渓
州
。
何
令
乾
元
節
貢
献
如
旧
。
師
宝
仕
議
之
子
也
。
葦
自
威
平
己
来
。
始
聴
渓
桐
二
十
州
貢
献
。

歳
有

常
賜
。
蛮
人
以
為
利
。
有
罪
即
絶
之
。
慶
暦
四
年
。
仕
議
以
罪
絶
貢
献
。
其
後
数
自
訴
求
知
上
渓
州
。
至
是
始
許
駕
。

と
あ
り
、
宋
史
鳩
町
十
蛮
夷
に
、

辰
之
諸
蛮
。
与
韓
康
保
静
・
南
滑
・
永
順
三
州
接
壊
。
業
蜜
酋
。

歳
貢
漠
布
。
利
於
回
賜
。
頗
覚
馴
伏
。

と
あ
っ
て
、
貢
献
物
に
対
す
る
宋
朝
の
賜
物
に
よ
っ
て
、
蜜
酋
達
が
利
益
を
得
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
宋
側
で
は
若
し
蜜
酋
に
罪

が
あ
れ
ば
貢
献
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
蛮
酋
を
制
御
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

向
こ
の
上
、
蛮
曾
達
は
京
師
に
於
い
て
物
品
の
買
売
を
も
行
っ
て
ゐ
た
。
宋
会
要
稿
、
蕃
夷
七
歴
代
朝
貢
の
天
聖
四
年
八
月
十
四
日
の
条
に
、

詔
渓
洞
諸
州
蛮
人
進
奉
。
今
後
只
於
遂
州
交
納
貢
物
。
給
賜
価
銭
。
毎
二
年
一
次
許
首
領
至
京
。
因
使
買
売
。
伺
自
今
年
為
始
。

と
あ
り
、
又
、
同
室
同
春
夷
ョ
南
蛮
、
天
皇
四
年
三
月
の
条
に
は
漢
洞
蛮
人
が
毎
年
あ
ま
り
多
数
上
京
し
て
官
怠
共
に
鐙
擾
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
た

舟小川りこ

草
刈

l
t
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や
は
り
一
種
の
貿
易
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
回
賜
の
利
益
と
共
に
こ
の
様
な
利
益
が
あ
っ
た
故
に
こ
そ
蜜
歯
は
喜
ん
で
朝
貢
し
、
朝
廷
で
は
蛮
歯
に

罪
が
あ
れ
は
朝
貢
を
絶
ち
、
又
は
そ
の
一
部
を
制
限
す
る
等
の
工
作
を
な
し
て
(
空
、
蜜
曾
統
御
の
一
策
と
な
し
得
た
の
で
あ
ら
う
。

朝
廷
で
は
貢
物
に
対
し
て
繰

・
銭

・
塩
等
の
賜
物
を
与
へ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
賜
予
を
独
占
し
て
四
周
に
勢
力
を
振
っ
て
ゐ
た
酋
長
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
(
告
。

兎
に
角
、
以
上
概
観
し
た
如
く
官
職
の
授
与
及
び
朝
貢
の
許
可
に
よ
っ
て
蜜
酋
を
即
時
腕
除
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
に
よ
っ

て
蜜
酋

の
漢
化
も
進
ん
だ
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
よ
り
一
段
と
積
極
的
政
策
と
し
て
蜜
酋
を
内
地
に
徒
す
方
法
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

為
博
州
都
指
揮

蛮
酋
は
朝
貢
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
種
K

の
利
益
を
受
け
、
為
め
に
競
っ
て
自
ら
京
師
に
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、

を
捕
へ
勾
強
制
的
に
内
地
に
遷
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
叛
乱
等
を
防
ぐ
一
方
法
と
し
た
如
く
で
あ
る
。

長
編
問
乾
徳
五
年
九
月
丁
丑
の
条
に
、

以
渓
州
団
練
使
彰
允
足
。
為
漢
州
都
指
揮
使
。
義
軍
指
揮
使
彰
允
賢
。
為
衛
州
都
指
揮
使
。
珍
州
録
事
参
軍
国
思
暁
。

使
。
允
足
等
漢
洞
歯
豪
。
拠
山
険
持
両
端
。
故
国
共
入
朝
而
置
之
内
地
。

と
あ
っ
て
、
北
江
蜜
即
ち
酉
水
流
域
の
彰
氏
及
び
田
氏
の
漢
洞
酋
豪
が
山
険
に
拠
っ
て
両
端
を
持
し
て
ゐ
る
の
で
、
彼
等
の
入
朝
の
機
を
と
ら
へ

て
、
之
を
内
地
に
置
い
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
遷
さ
れ
た
浅
州
及
び
博
州
は
共
に
山
東
省
の
西
部
、
衛
州
は
河
南
省
の
北
に
夫
k

在
っ
た

地
名
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
宋
史
地
調
蜜
夷
一
乾
徳
五
年
冬
の
条
に
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
伝
へ
て
ゐ
る
が
、た
Y
そ
h
に
は
漢
州
牢
按
都
指
揮
使
、

衛
州
牢
城
都
指
揮
使
、
博
州
牢
城
都
指
揮
使
と
夫
K

あ
っ
て
、
各
K

に
牢
按
の
二
字
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
て
こ
の
点
少
し
異
っ
て
ゐ
る
。

非

恒

三

叉
、
長
編
百
元
豊
二
年
九
月
庚
寅
の
条
に
は
、

詔
。
順
州
武
陵
桐
麻
仲
福
・
黄
敷
。
各
杖
背
。
編
管
仲
福
郡
州
。
敷
青
州
。
勅
家
族
随
行。

追
奪
元
補
職
宣
命
。
仲
福
等
同
僚
智
春
冠

順
州
故
也
。

と
あ
っ
て
、
広
西
省
に
接
す
る
J

ン
ド
支
那
北
部
地
域
蜜
酋
が
朱
に
反
抗
し
た
の
で
、
此
等
の
者
を
家
族
と
共
に
郡
州
に
徒
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
ゐ
る
が
、
郡
州
は
先
き
に
掲
げ
た
博
州
の
近
く
で
あ
り
、
青
州
は
そ
の
東
部
で
共
に
山
東
省
に
在
る
地
点
で
あ
る
。
同
様
な
例
は
長
一
編
一
波
大

こ
の
際
に
宋
側
で
は
彼
紘
一
寸
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広
西
経
略
司
言
。
宜
州
渓
嗣
言
。
莫
世
忍
子
会
効
乞
帰
明
。
而
南
丹
叉
言
。
公
勤
作
過
。
乞
以
一
行
人
送
藤
州
。
給
回
安
置
。
詔
広
商

経
略
司
。
令
宜
州
取
問
莫
世
忍
o
A
7
公
効
罪
悪
。
法
所
不
容
。
如
欲
正
典
刑
。
令
押
就
境
上
処
新
。
若
以
父
子
恩
且
欲
存
留
。
即
遣
田

本
処
。
今
一
一
回
送
還
悪
処
鴎
管
。
後
世
忍
乞
新
公
効
於
宜
州
。
詔
止
刺
面
。
配
江
西
牟
披
。
杭
免
決
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
南
丹
州
査
の
莫
公
効
な
る
者
が
罪
に
よ
っ
て
毅
面
の
上
hi

江
南
西
路
即
ち
大
休
今
の
江
西
省
の
地
に
配
さ
れ
た
こ
と
を
知

F
tt四
百

。
叉
同
署
三
十
七
元
枯
五
年
疋
月
丁
丑
の
条
に
も
、

荊
湖
南
路
安
撫
使
謝
酔
言
。
部
州
関
峡
・
按
歩

・
莫
良
等
処
回
桐
作
過
禽
首
楊
最
進
等
四
十
三
人
招
降
。
詔
第
補
授
奉
職
。
至
軍
将
。

充
江
漸
僻
郡
指
使
土
軍
将
校
。
随
処
幌
管。

と
あ
っ
て、

災
・に
反
抗
し
た
湖
南
省
南
部
の
蛮
一
酋
が
四
十
三
人
降
服
し
て
来
た
の
で
、
江
南
及
び
西
漸
両
路
地
域
の
僻
郡
に
徒
し
た
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
。

以
上
、

煩
雑
で
あ
っ
た
が
掲
げ
た
諸
例
は
実
に
対
し
て
両
端
を
持
し
或
ひ
は
罪
を
有
し
た
蜜
歯
を
強
制
的
に
内
地
に
遷
徒
さ
せ
た
例
証
で
あ
る

が
、
こ
の
ほ
か
蛮
族
の
一
族
問
に
於
け
る
内
粉
の
た
め
、
そ
の

一
方
が
帰
順
し
て
内
地
に
居
住
せ
し
め
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
。

車中二

百

長
編
七
十
八
至
和
二
年
正
月
戊
辰
の
条
に
、

剤
湖
北
路
鈴
轄
転
運
使
言
。
知
竜
賜
州
彰
師
党
以
其
旗
来
帰
。
詔
本
路
常
加
有
撫
之
。
何
議
所
与
官
及
所
居
処
与
授
閏
頃
畝
之
数
。
以

問
。
師
党
師
宝
子
也
。
師
宝
父
任
議
奪
師
宝
之
妻
。
師
安
念
悉
。
故
与
師
党
皆
叛
。

ゆで
玄

と
あ
り

-g、
問
者
十
九
景
徳
二
年
四
用
幸
-
卯
の
条
に
は
、

南
丹
州
刺
史
莫
洪
枯
死
。
長
子
滋
勧
襲
父
任
。
俄
為
弟
池
辿
所
逐
。
准
劫
帥
属
来
奔
。
詔
宜
州
。
賜
関
田
資
給
之
。

と
あ
る
如
き
は
蛮
歯
の
一
族
聞
に
於
け
る
父
子
、
兄
弟
等
の
粉
争
の
結
果
、
そ
の
子
又
は
兄
が
家
族
を
引
連
れ
て
宋
に
帰
順
し
た
の
で
、
宋
で
は

中
祥
符
九
年
九
用
了
巳
の
条
に
、

叉
一
言
。
殿
直
蒙
仕
知
帰
化
州
。
州
与
縄
水
桐
接
。
数
遣
共
子
文
宝
及
妻
族
甘
堂
偵
軍
事
。
叉
其
子
格
与
官
軍
関
敵
。
悉
部
送
赴
闘
。
有

蒙
筆
者
。
亦
仕
之
子
。
先
嘗
止
口
一
版
。
署
為
昭
州
押
牙
。
並
歎
配
管
燕
州
。

と
あ
っ
て
、
撫
氷
室
回
が
鯨
面
の
上
、
山
東
半
島
北
部
の
登
州
及
び
燕
州
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
向
ほ
長
一
編
一
語
汀
元
豊
六
年
間
六
月
戊
子
の
条
に

も、

王五
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ノ、

之
を
内
地
に
遷
し
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
同
じ
様
な
例
で
あ
る
が
、
後
の
論
述
に
も
必
要
が
あ
る
の
で
こ
〉
で
掲
げ
て
お
く
。

品

位

四

宋
史
九
四
蛮
夷
甫
丹
蜜
の
条
に
、

洪
時
戸
時
)
之
襲
兄
位
。
車
共
地
利
。
下
修
常
賞
。
共
弟
洪
況
念
之
。
翠
妻
子
来
奔
宜
州
。
洪
時
怒
其
背
。
己
数
引
兵
攻
洪
一
布
。
洪
一
市
与

二
男
弁
牙
将
一

人
。
実
伝
詩
関
訴
共
事
。
語
発
兵
到
討
。
上
以
蜜
一
夷
之
俗
。
現
康
而
己
。
不
欲
為
之
興
帥
報
怨
。
洪
況
先
自
称
南
丹
州

副
使
。
以
為
部
州
回
一
糠
使
。
給
田
十
頃
c

下
詔
戒
柿
洪
倍
。

と
あ
る
(
お
)
。

以
上
の
如
き

こ
と

は
屡
K

行
は
れ
た
と
見
え
、
桂
海
虞
衡
志
・
志
蛮
・
南
丹
州
蜜
の
条
に
、

A
7
刺
莫
延
事
。
逐
主
ハ弟
延
嘆
而
自
立
。
延
」
民
奔
朝
廷
。
謂
之
出
宋
。

と
あ
っ
て
、
兄
弟
の
争
の
結
果
弟
が
宍
朝
に
出
奔
し
た
こ
と
が
-
述
べ
、
こ
の
様
な
こ
と
を
「
出
宍
γ

」
と
謂
ふ
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
の
割

註
に
、
「
州
河
原
明
者
皆
称
出
宍
・
」
と
あ
る
故
、
変
簡
が
種
々
の
理
由
に
よ
り
宋
朝
に
帰
順
し
て
内
地
に
遷
っ
た
こ
と
は
明
か
な
こ
と
で
あ
ら
う
。

{
京
会
要
落
莫
玄
安
化
州
、
大
中
祥
符
六
年
の
条
に
、

首
領
指
揮
使
蒙
但
。
翠
挨
来
帰
。
詔
徒
於
桂
州
。
給
回
処
之
。

と
あ
り
品
〕
、
安
化
州
蜜
の
首
領
蒙
但
が
桂
州
に
徒
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
が
、

条
に
、

巻

二
日

同
じ
様
な
こ
と
は
長
編
十
八
景
祐
三
年
六
月
壬
申
の

南
丹
州
歯
領
莫
准
戟
。
翠
族
内
附
。
詔
以
為
湖
南
州
団
練
副
使
。
不
管
勾
会
事
。
伺
加
存
撫
之
。

と
あ
っ
て
、
湖
南
省
の
地
域
に
徒
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。

叉
長
編
臨
調
一
冗
祐
二
年
六
月
壬
寅
の
条
に
は
、

権
知
桂
州
兼
管
勾
広
南
西
路
経
路
司
首
時
中
奏
。
懐
順
清
占
奪
任
曾
。
与
梁
賢
知
父
子
。
互
椙
賊
室
口
。
請
将
順
清
井
家
族
。
就
湖
南
近

裏
州
軍
編
管
。
依
例
給
回
土
令
耕
。

と
あ
っ
て
、
広
西
省
と
イ
ン
ド
支
那
と
の
境
に
居
た
僕
族
の
酋
長
が
他
族
と
の
争
を
生
じ
た
の
で
家
族
と
共
に
之
を
剤
、湖
南
路
即
ち
A
7
の
湖
南
省

の
州
軍
に
徒
さ
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
請
ひ
に
対
し
枢
密
院
は
慌
順
滑
に
罪
が
あ
る
事
情
を
述
。
へ
つ

Y
け
て
、

己
該
登
極
大
及
。
請
特
依
帰
明
人
例
。
与
茶
酒
班
殿
侍
。
其
家
族
令
広
南
西
路
経
路
司
。
差
人
押
送
道
州
。
給
賜
閏
土
。
鴫
・
庶
無
令
出
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入
。
従
之
。

と
一
言
ひ
(
告
、
家
族
が
道
州
即
九
湖
南
省
の
南
部
に
護
送
さ
れ
た
こ
と
た
示
し
て
ゐ
る
。

空
間

-

3

1

情
、
長
編
八
十
r
ハ
.
紹
聖
四
年
匹
月
壬
申
の
条
に
よ
る
と
、
南
丹
州
の
蜜
歯
の
英
会
特
・
間
労
が
家
族
と
共
に
帰
順
し
て
来
た
の
で
広
西
経
略
司

と
し
て
は
、本
司
今
相
度
。
欲
差
人
伴
送
前
安
吉
・
郭
州
。
給
国
産
安
泊
。

と
あ
る
如
く
、
江
西
省
の
士
口
安
県
及
び
湖
北
省
の
武
昌
県
に
徒
さ
ん
と
欲
し
て
ゐ
る
。
こ
の
続
き
に
よ
る
と

語
。
莫
会
鞠
与
mw
州
団
棟
割
使
。
不
安
童
育
会
事
。
閑
労
与
吉
州
長
史
。
並
不
支
請
受
。
的
令
広
西
経
路
司
。
差
人
伴
押
前
去
現
州
交

割
。
令
於
本
州

一
処
居
住
候
到
。
給
与
係
官
堪
耕
種
田
土
。
仰
本
州
常
切
明
庶
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
処
置
の
行
は
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
ま
で
述
べ
た
諸
例
に
よ
っ
て
も
、

多
数
の
蜜
簡
が
そ
の
本
拠
地
を
離
れ
て
速
く
内
地
の
各
州
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
は
明
か
で
応
ら
う
。
筒
、

こ
の
様
な
例
は
論
述
の
必
要
上
よ
り
、
後
に
も
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
伏
、
こ
の
点
、
更
に
明
時
と
な
る
で
あ
ら
う
が
、

こ
、
で
遊
従
さ
れ
た
地
域

に
関
L
て
一
応
の
考
擦
を
為
す
こ
と
と
す
る
。

既
に
見
た
如
く
山
険
に
拠
っ
て
両
端
を
持
し
た
北
江
蛮
簡
の
彰
氏
及
び
田
氏
が
入
朝
の
際
に
捕
へ
ら
れ
て
夫
k

淡
州

・
博
州
及
び
街
州
の
地
に

遷
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
点
は
山
東
省
の
西
部
と
河
南
省
の
北
部
に
在
り
、
特
に
漢

・
衛
の
二
州
は
共
に
京
師
の
開
封
府
に

近
い
。
そ
の

次
に
掲
げ
た
例
で
は
広
西
省
に
接
す
る
地
の
蛮
簡
が
栄
に
反
抗
し
た
た
め
、
共
に
山
東
省
に
在
る
郡
州
及
び
青
州
に
遷
さ
れ
て
ゐ
る
し
、

更
に
そ

の
次
の
例
で
も
撫
水
蜜
が
や
は
り
問
じ
く
山
東
の
登
川
及
び
燕
州
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
向
、
他
の
二
例
に
よ
る
と
江
西
江
南
及
び
両
斯
の
揚
子
江

下
流
域
に
遷
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
以
上
の
諸
例
に
よ
る
と
共
に

「
杖
背
」

・
「
数
面
」・

「
刺
商
」
等
の
刑
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
に
価
す
る
。

し
か
も
本
来
罪
人
の
収
容
所
で
あ
っ
た
宮
城
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
叉
そ
の
土
地
が
「
逮
悪
処
」
で
あ
り
「
僻
郡
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ

こ
で
厳
重
に
覇
管
さ
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
蛮
骨
一
族
聞
に
於
け
る
不
和
等
の
た
め
宋
に
帰
順
し
て
来
た
者
の
遷
徒
地
は
既
に
見
た
諸
例
で
は
宜
州
・
郁
州
・

桂
州
・

道
州

士
ロ州
那
州
と
か
の
諸
州
の
名
が
見
え
る
ほ
か
た
Y
湖
南
の
州
軍
な
ど
と
あ
っ
て
、

大
体
湖
南

・
湖
北
・

江
西
及
び
広
西
の
諸
省
の
地
域
に
亙
っ
て

ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
遷
徒
地
域
が
前
に
見
た
反
抗
蜜
酋
の
そ
れ
と
較
べ
て
、
蜜
歯
の
本
拠
地
に
接
近
し
て
ゐ
る
こ
と
は
直
ち
に
気
付
く
と
こ
ろ
で

七
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J九

ら
ら
う
。
即
ち
悪
質
の
蜜
酋
を
山
東
や
揚
子
江
下
流
域
等
の
よ
り
遠
隔
な
地
に
遷
し
て
そ
の
牢
城
に
配
し
、
蜜
族
鎮
換
制
御
の
一
法
と
し
た
の
で

あ
ら
う
。

備
、
宗
の
蛮
地
経
路
の
結
果
蛮
一
酋
を
内
地
に
遷
徒
さ
せ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
長
編
盟
元
枯
五
年
八
月
丙
辰
の
条
の
蘇
轍
の

蓋
一
四
州
等
処
。
土
田
山
宙
局
兵
諒
鋤
首
領
。
或
徒
置
内
地
。
蕩
平
巣
穴
。
故
所
置
州
県
久
遠
得
安
。

と
あ
っ
て
、
南
江
警
箇
が
討
伐
さ
れ
て
内
地
に
徒
し
置
か
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
同
じ
様
な
例
は
長
一
編
ヰ
九
天
蕗
二
年
四
月
戊
午
の
条
に

補
下
渓
招
降
蛮
人
彰
仕
漢
。
為
方
班
殿
直
。
儒
覇
・
傍
聴
並
為
二
一班
傍
聴
。
時
世
m
一一
許
・
陳
・
鄭
州
琉
税
。
各
賜
衣
冠
籍
・
用
。

と
あ
る
。
即
ち
北
江
蛮
の
招
降
蜜
酋
達
が
右
班
殿
直
や
三
班
借
職
を
授
け
ら
れ
て
、
夫
K

河
南
省
の
許
島
県
准
陽
県
及
び
鄭
県
等
の
塩
税
を
監
せ

し
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
が
、
こ
の
三
地
点
は
す
べ
て
、
都
の
開
封
府
に
接
近
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
一
体
こ
の
彰
仕

漢
の
父
儒
猛
な
る
者
が
叛
し
た
の
で
、
失
・
で
は
軍
を
出
し
討
伐
し
た
が
彼
は
山
林
中
に
亡
入
し
て
し
ま
ひ
、

た
V
J

仕
漢
等
を
執
へ
て
闘
に
赴
か
し

め
た
の
で
あ
る
か
ら
(
号
、
以
上
の
如
く
都
の
近
く
に
徒
し
て
監
視
し
た
の
で
あ
ら
う
。
尚
、
こ
の
彰
仕
漢
の
こ
と
に
関
し
て
長
編
時

一
天
皇
元
年

三
月
の
条
に
、

「
辰
州
一
言
。
下
渓
州
刺
史
彰
儒
猛
子
右
侍
禁
仕
漢
状
称
。
向
以
父
老
兄
亡
。
濯
留
家
属
西
京
。
潜
帰
本
道
与
父
針
束
漢
民
。
欲
乞

放
遺
家
族
。
詔
河
南
府
。
遣
人
部
送
一
赴
闘
。
以
官
舎
一
広
之
。
」
と
見
え
、
叉
同
じ
こ
と
を
伝
へ
た
宋
史
地
調
査
夷
一
北
江
蜜
の
条
に
も

「
至
仕
漢
為
殿

直
。
留
西
京
。
後
靴
遁
帰
o
Z
人
聖
初
。
以
状
白
辰
州
自
言
。
父
老
兄
亡
。
潜
帰
本
道
。
願
放
還
家
属
。
詔
徒
其
家
京
師
。
舎
以
官
第
」
と
あ
っ
て

依
は
そ
の
後
西
京
河
南
府
に
家
族
と
共
に
留
め
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
〉
か
ら
潜
か
に
本
拠
地
に
逃
げ
帰
り
、
残
し
て
来
た
家
族
の
放
還
を
朝
廷
に

求
め
た
と
一
式
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
朝
廷
で
は
之
を
許
さ
ず
、
か
へ
っ
て
そ
の
家
族
を
西
京
よ
り
京
師
に
送
ら
ぜ
て
官
舎
に
置
き
、
前
よ
り
も
一
層

監
視
を
厳
重
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
み
る
に
蜜
曾
の
家
族
を
人
質
と
し
て
内
地
に
、
特
に
都
の
附
近
に
置
い
て
、
そ
の
叛
乱
を

防
ご
う
と
し
た
こ
と
岳
)
は
確
か
で
あ
ら
う
。

兎
に
角
、
以
上
に
よ
っ
て
悪
質
の
蜜
歯
が
山
東
省
や
江
斯
の
遠
隔
の
地
に
編
配
さ
れ
、
叉
人
質
に
近
い
取
扱
ひ
を
受
け
た
一
族
等
が
都
の
近
く

の
州
に
徒
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
蜜
歯
の
一
族
聞
に
於
け
る
内
蹄
の
た
め
叉
は
采
の
経
略
に
よ
る
圧
迫
の
た
め
に
帰
順
し
て
来
た
首
領
逮
は

そ
の
本
拠
地
に
近
い
湖
南
・
湖
北
・
江
西
・
広
西
等
の
地
域
に
徒
し
置
か
れ
た
こ
と
は
大
休
明
か
に
な
っ
た
と
恩
ふ
。

で
は
そ
の
遷
徒
地
に
関
し
て
全
体
と
し
て
の
あ
る
制
限
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
か
く
考
へ
て
見
て
直
ち
に
気
付
く
こ
と
は
北
辺
の
地
域
に
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遷
徒
さ
れ
た
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
る
。

来
会
要
稿
兵
帰
明
に
、

三
年
(0
町一
)
八
用
七
日
詔
。
帰
明
人
除
河
北

・
河
東
・
侠
西
・
京
東
・
川
広
不
差
余
路
。
並
許
差
注
。

帰
明
蜜
倦
罫
聴
。

と
あ
る
。
即
ち
帰
明
し
た
者
が
帰
明
官
と
し
て
遷
さ
れ
る
地
域
の
制
限
に
つ
き
述
べ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
河
北
・
河
東

・
陳
西

・
京
東
の

北
辺
諸
路
及
び
四
川
の
南
部
と
広
南
路
と
が
禁
止
地
区
と
し
て
掲
げ
ら
仇
、

そ
れ
以
外
の
諸
路
は
許
可
さ
れ
る

こ
と

〉
な
っ
て
ゐ
る
。

但
し
そ
の

禁
止
区
域
の
内
京
東
路
は
北
方
即
ち
契
丹
や
西
夏
よ
り
の
帰
明
人
を
除
い
た
帰
明
蜜
俗

l
本
論
考
で
主
題
と
し
て
取
扱
つ
之
ゐ
る
蜜

l
i
に
は

許
可
す
る
と
一
式
ふ
の
で
あ
る
o

こ
の
様
に
北
辺
一
帯
の
諸
路
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
契
舟

・
西
夏
に
対
す
る
警
戒
の
た
め
で
あ
る

こ
と

は
勿
論
で
ら
ら
う
。
た
V
北
方
民
族
で
な
い
南
方
の
蜜
悔
だ
け
は
幾
分
そ
の
制
限
を
寛
く
し
て
京
東
路
の
み
は
許
可
し
た
の
で
あ
ら
う
。
前
に
掲

げ
た
諸
例
中
に
見
え
る
遷
徒
州
名
の
決
州

・
郡
州
・
青
州
・
燕
州
・
登
州
等
が
皆
こ
の
京
東
路
に
在
る
こ
と
を
想
ひ
起
す
べ
き
だ
ら
う
。
た
Y
既

に
見
た
如
く
宋
の
初
め
に
両
端
を
持
し
た
蛮
歯
が
入
朝
に
際
し
て
捕
へ
ら
れ
て
博
州
及
び
衛
州
の
牢
披
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
京
東

路
の
北
辺
及
び
都
と
近
接
し
た
地
点
で
あ
る
故
、
南
方
蜜
歯
の
遷
徒
地
は
大
体
こ
れ
が
北
限
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
様
に
蛮
俸
の
酋
領
の
み

京
東
路
に
遷
徒
す
る
を
許
さ
れ
た
の
は
既
に
述
べ
た
如
く
そ
れ
が
南
方
蜜
で
あ
る
こ
と
〉
共
に
、

こ
の
京
東
路
が
彼
等
の
本
拠
地
よ
り
遠
隔
で
あ

り
、
し
か
も
中
央
か
ら
の
監
視
の
十
分
に
行
は
れ
る
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
ゐ
ら
う
。

倫
ほ
こ
の
照
寧
三
年
の
制
限
に
よ
る
と
北
辺
諸
路
の
ほ
か
四
川
の
南
部
と
広
南
路
と
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
後
の
二
地
域
が
共
に
蜜
夷
と
接

近
し
た
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
点
北
辺
諸
路
の
場
合
と
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
ら
う
。
既
に
掲
げ
た
例
中
に
蜜
曾
が
宜
州
桂
州
等
の
広

南
路
に
徒
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
た
が
、
こ
れ
は
共
に
真
宗
朝
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
は
未
だ
広
南
方
面
に
関
す
る
制
限
も
そ
れ
ほ
ど
で
は

な
か
?
に
の
で
あ
ら
う
。

以
上
に
よ
っ
て
蛮
歯
遷
徒
の
事
情
及
び
そ
の
地
域
が
大
休
明
か
と
な
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、

考
察
し
て
見
る
こ
と
〉
す
る
。

内
京
東
路
除
北
界
帰
明
人
外
余

次
に
そ
の
遷
徒
地
に
於
け
る
彼
等
の
状
態
に
つ
き

四

ゴL
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。

宋
朝
に
両
端
を
持
し
た
り
反
抗
し
た
り
し
た
た
め
杖
背
・
蘇
面
等
の
刑
を
受
け
て
、
「
遠
悪
処
」
・
「
僻
郡
」
や
牢
按
に
編
配
さ
れ
た
蜜
酋
が

厳
重
な
覇
管
の
下
に
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
、
そ
の
様
な
処
置
は
当
然
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
外
、
蛮
曾
の
一
族
聞
に
於
け
る
内

紛
等
の
た
め
に
帰
順
し
て
来
た
者
に
対
し
て
も
同
じ
く
厳
重
な
覇
管
を
行
っ
て
ゐ
る
。

前
に
掲
げ
た
南
丹
州
蛮
曾
莫
会
鞠
等
の
場
合
に
「
木
州
常
切
鶴
一
際
一
と
あ
っ
て
漢
州
の
覇
臨
時
下
に
置
か
れ
て
監
視
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る

し
、
健
族
の
酋
長
が
他
族
と
争
を
生
じ
て
湖
南
省
の
州
軍
に
徒
さ
れ
た
時
も
其
の
家
族
は
護
送
さ
れ
、
同
じ
く
「
覇
庶
無
令
出
入
」
と
あ
っ
て
、

そ
の
出
入
を
許
さ
ず
厳
重
に
監
視
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

兵
十

宗
会
要
稿
へ
帰
明
の
条
に

八
1
二
十
日

(0
諒

一)
枢
密
院
奏
。
勘
会
帰
明
番
部
及
因
過
犯
一
編
或
襲
昌
之
類
。
元
係
外
界
人
。
近
来
、
逐
処
不
切
関
防
。
或
有
失
安
存

致
走
失
散
在
諸
処
。
深
為
不
便
。

と
あ
っ
て
、
編
配
あ
る
ひ
は
覇
管
さ
れ
て
ゐ
る
帰
明
人
が
多
数
走
失
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
し
、
同
じ
こ
と
は
同
書
同
条
に

政
和
一
元
年
五
月
十
日
語
。
応
諸
処
見
在
郷
村
帰
明
人
並
改
正
令
依
条
州
県
城
内
若
住
。
令
転
運
司
毎
季
具
見
管
帰
明
人
姓
名
。
申
枢
密

院。

と
あ
り
、
叉
そ
の
翌
k

年
の
条
に
は

一
二
年
正
月
二
十
一
日
。
兵
部
情
書
置
食
奥
奏
。
伏
見
。
帰
明
遠
人
以
州
県
失
於
機
察
。
或
致
逃
気
。
近
者
枢
察
院
申
請
令
改
正
。
並
居

技
中
。
云
k

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
北
方
よ
り
の
一
般
の
帰
明
人
を
も
含
め
た
例
で
み
め
ら
う
が
、
帰
明
人
が
厳
重
な
監
視
の
下
に
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
一示
す
も
の

で
あ
ら
う
。
西
京
に
留
め
れ
て
ゐ
た
蛮
酋
の
子
が
潜
か
に
木
拠
地
に
帰
っ
て
、
残
し
て
来
た
家
族
の
放
還
を
求
め
た
の
に
対
し
、
宋
朝
で
は
か
へ

っ
て
そ
の
家
族
を
態
k

西
京
よ
り
都
に
送
ら
せ
て
官
舎
に
置
い
た
如
き
、
既
に
先
に
掲
げ
た
が
、
や
は
り
蹴
重
な
監
視
下
に
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と

を
一
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
蛮
酋
及
び
そ
の
家
族
が
遷
徒
地
に
て
厳
重
に
監
視
さ
れ
て
ゐ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

春
一

5

さ
て
前
掲
の
長
編
七
十
一
八
至
和
二
年
五
月
戊
辰
の
条
に
、
蛮
酋
が
一
族
聞
の
不
和
の
た
め
家
族
を
率
ゐ
て
荊
湖
北
路
に
来
帰
し
た
こ
と
を
述

べ
、
続
い
て
、
「
詔
本
路
常
加
有
棉
之
。
例
議
所
与
官
及
所
居
処
与
授
回
頃
畝
之
数
。
以
聞
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
遷
徒
し
た
蛮
歯
に
授

与
す
べ
き
官
名
及
び
田
土
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。
先
づ
田
土
に
つ
き
考
察
し
よ
う
。
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回
土
の
授
与
に
関
し
て
は
既
に
掲
げ
た
諸
州
の
中
に
も
「
詔
宜
州
。
賜
関
田
資
給
之
。
」
「
詔
徒
於
桂
州
。
給
回
処
」

「
依
例
給
田
土
令
耕
」

「
給
賜
国
土
」
「
給
国
産
安
泊
」
「
給
与
係
官
堪
耕
種
岡
土
」
と
か
「
給
回
十
頃
」
と
か
見
え
て
ゐ
て
、

遷
徒
地
に
於
い
て
国
土
が
給
与
さ
れ
、

そ
れ
が
「
例
に
依
っ
た
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
白
で
あ
ら
う
。

遷
徒
蜜
曾
に
給
与
さ
る
べ
き
国
土
の
広
さ
に
つ
い
て
は
先
に
掲
げ
た
如
く
「
仇
議
所
与
官
及
所
肘
処
与
授
回
頃
畝
之
数
。
以
聞
」
と
あ
る
の
を

み
る
と
、
そ
の
場
合
場
合
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

一
般
の
例
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

{
木
会
要
稿
共
十
七
帰
明
の
条
に

五
年
(0
翫
)
十
月
十
八
日
詔
。
帰
明
人
応
給
官
困
者
。

三
口
以
下
一
頃
。
毎
三
口
加
一
頃
o

不
足
以

戸
絶
田
充
o

其
価
転
運
司
接
還
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
帰
明
人
に
対
す
る
大
体
の
標
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
叉
、
同
書
同
条
に
、

神
{
一
京
照
寧
元
年
五
月
二
十
三
日
詔
。
今
後
帰
明
人
子
孫
穀
祖
父
乞
恩
沢
者
。
不
以
生
長
去
処
。
文
武
障
朝
官
以
上
給
田
三
頃
。
如
在
寛

郷
。
即
給
五
頃
。

以
下
給
田
二
頃
。
如
在
寛
郷
町
給
三
頃
。
云
k

。

と
あ
っ
て
、
多
分
、
酋
長
か
そ
れ
に
類
す
る
有
力
な
帰
明
人
の
子
孫
に
対
し
て
給
与
す
べ
き
国
土
の
広
さ
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る

と
一
般
の
場
合
よ
り
も
広
く
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
叉
そ
の
遷
従
地
の
状
況
に
応
じ
て
五
頃
も
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
南
丹

蛮
歯
一
族
が
妻
子
を
つ
れ
て
来
帰
し
た
時
に
一
4

国
十
頃
を
給
し
た
」

こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
。
南
方
の
蛮
で
は
な
い
が
契
丹
よ
り
の
有
力

な
帰
正
人
に
対
し
て
十
頃
・
二
十
頃
を
賜
は
っ
た
例
が
見
え
る
あ
)
様
で
あ
る
か
ら
、
有
力
な
帰
明
人
に
対
し
て
は
俊
遇
し
て
広
い
回
土
を
授
け
た

の
で
あ
ら
う
。
も
っ
と
も
、
政
治
的
な
考
慮
か
ら
で
ふ
る
が
契
丹
な
ど
の
北
方
帰
明
人
は
南
方
蛮
の
そ
れ
よ
り
も
俊
遇
も
さ
れ

て
ゐ
る
五
)
故
、

二

γ
頃
ぞ
授
け
ら
れ
た
の
で

あ
ら
う
か
ら
、
南
方
蛮
歯
の
帰
明
人
に
対
し
て
授
け
ら
れ
た
十
頃
な
い
と
は
多
い
方
で
あ
っ
た
ら
う
。

倍
、
授
け
ら
れ
る
固
に
就
い
て
は
前
掲
の
元
豊
五
年
十
月
の
詔
の
例
に
よ
る
と
宮
田
を
給
し
、
そ
れ

が
不
足
す
れ
ば
戸
絶
の
困
を
給
し
た
と
云

ふ
の
で
あ
る
が
、
宋
会
要
稿
一
叫
十
帰
明
の
条
に
は

十
二
月
八
日
(
0
諒

)
枢
密
院
一
言
。
帰
明
人
給
回
。
旧
条
堪
耕
一
種
因
不
足
。
給
戸
絶
因
。
一
冗
枯
間
令
堪
耕
種
田
不
足
。
給
常
平
田
。
縁

常
平
田
止
人
戸
抵
当
場
務
所
折
納
等
。
田
土
数
白
木
多
。
詔
添
入
常
平
田
不
足
給
一円
絶
回
。

と
あ
っ
て
、
常
平
田
も
給
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
が
、
そ
の
給
与
さ
れ
た
田
土
に
は
耕
佃
に
堪
え
ざ
る
も
の
も
あ
っ
て
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
同
書
同
条
に
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五
年
(
0耐
)
八
周

一
目
。
戸
部
一
言
。
帰
明
人
所
給
田
。
如
有
一家
慨
及
痔
薄
不
堪
耕
佃
。
告
官
為
験
実
別
給
。
従
之
。

と
φ

め
る
に
よ
り
知
ら
る
が
、
之
は
北
方
よ
り
の
一
般
の
帰
明
人
を
も
含
め
た
者
に
関
す
る

こ
と
で
、

蛮
曾
な
ど
の
有
力
な
る
帰
明
人
に
関
す
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
。
兵
十

筒、

宋
会
要
稿
七

帰
明
元
豊
六
年
の
条
に
、

十
二
月
二
十
八
日
詔
。

思
賜
帰
明
人
田
宅
。
母
得
質
売
。
以
編
紋
所
言
。
賜
回
宅
。
本
欲
化
外
之
人
。

有
業
可
帰
。

不
当
許
共
質
売

也
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
授
与
さ
れ
た
田
宅
の
質
売
は
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。

次
に
官
職
の
授
与
に
つ
き
考
察
し

よ
う
。
一

体
、

蜜
歯
に
刺
史
知
州
等
を
授
け
て
俸
給
を
給
し
覇
耐
出
し
た
こ
と
は
既
に
初
め
に
概
観
し
た
如
く

で
あ
る
。
朱
側
に
反
抗
し
た
J

ン
ド
支
那
北
部
の
蜜
酋
が
杖
背
の
刑
を
受
け
て
山
東
省
の
地
に
編
管
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
掲
げ
た
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
「
追
奪
元
補
官
職
宣
命
」
と
あ
る
故
、
以
前
に
授
け
ら
れ
た
官
職
は
こ
の
様
な
場
合
に

は
迫
怒
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
尖
‘朝
に
対

し
反
抗
し
た
者
に
対
す
る
処
置
で
あ
っ
て
、

一
般
に
は
諸
例
で
見
た
如
く
蛮
簡
に
職
名
を
授
け
て
遷
徒
さ
せ
て
ゐ
る
。
然
し
先
掲
の
長
編
清
一一リ

紹
聖
四
年
四
月
壬
申
の
条
に

「
詔
莫
公
鞠
与
州
射
団
練
副
使
。
不
等
一同
公
事
」
と
見
え
、
問

主
江

育
景
祐
一
一一
年
六
月
壬
申
の
久
米
に
も

「
語
以
為

湖
南
団
旗
副
使
。

不
管
勾
公
事
。
仇
加
存
揖
之
」
と
あ
る
に
よ

円
て
、
共
に
団
練
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、

公
事
を
管
勾
し
な
か
っ
た
と

云
ふ
の
で
あ
る
。
一

体
こ
の
団
練
使
は
単
に
武
人
の
階
殺
を
一示
す
称
号
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
合
に
も
勿
論
称
号
の
み
の
授
与

で
実
務
に
関
与
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
前
条
に
よ
る
と
既
に
掲
げ
た
如
く
「
並
不
支
請
受
」
と
あ
る
か
ら
請
受
即
ち
俸
給
も

与
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
国
土
を
給
与
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
。
徽
宗
朝
の
こ
と
で
あ
る
が
、
蛮
地
を
来
朝
に
献

納
し
た
帰
明
人
1
1
1

酋
長
の
如
さ
有
カ
な
者
の
帰
順
し
た
者
で
あ
ら
う
!
に
対
し
て
職
田
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
宗
会
要
稿
叫
十
帰
明
の

条
に
、

崇
寧
二
年
九
月
二
十
三
日
詔
。
帰
明
人
如
係
納
土
帰
明
。

並
与
依
条
支
破
職
回
。
内
西
北
帰
明
人
雌
非
納
土
。

亦
与
支
破。

と
あ
る
に
よ
り
知
る
故
、

さ
き
の
例
で
団
練
副
使
と
な
し
俸
給
を
支
給
せ
ず
国
土
を
給
し
た
の

は
や
は
り

こ
の
職
国
の
場
合
と
同
じ
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ら
う
。
前
に
見
た
「
給
回
十
頃
」
の
場
合
も
団
練
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
帰
明
人
に
授
け
ら
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
〉
で

想
起
す
べ
き
で
あ

ら
う
。
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袋
二

さ
て
長
編
八
七
元
豊
元
年
間
正
月
己
卯
の
条
に
、

権
剤
、湖
南
路
転
遼
副
使
朱
初
平
一
吉
田
。
下
班
殴
侍
楊
昌
錯
。
是
徴
州
賞
石
団
事
職
光
鎮
子
。
自
陳
。

三
州
一
鎮
補
班
行
人
茜
衆
。

人
出
官
者
。
望
俊
与
推
恩
。
詔
授
昌
輝
三
班
借
職
。
増
差
監
逝
一
州
税
。

と
あ
っ
て
、
誠
徴
州
蛮
歯
で
下
班
駁
侍
の
楊
畠
錨
が
帰
順
し
て
来
た
の
で
三
班
借
職
と
な
し
湖
南
省
長
沙
県
の
税
を
監
せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
を
知

る。

品

位

二

叉
長
編
八
三
照
寧
十
年
六
月
甲
午
の
条
に

允
州
査
部
削
光
勇
為
三
班
奉
職
安
州
監
当
。
以
知
一
市
州
謝
麟
言
。
光
男
先
制
土
而
逃
o
A
7
詣
州
自
陳
乞
依
南
江
漢
桐
例
補
授
故
也
。
.

と
ら
っ
て
允
州
の
蛮
歯
が
帰
順
し
て
来
た
の
で
之
を
三
班
奉
職
と
し
、
湖
北
省
安
陸
県
の
地
の
監
当
官
と
な
し
て
ゐ
る
こ
と
(
詑
)
を
知
る
が
、
こ
の

様
な
こ
と
が
南
江
渓
胴
の
例
に
よ
っ
て
補
授
さ
れ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
故
、
照
寧
六
年
の
南
江
蜜
経
略
(
お
)
の
際
に
も
同
様
な
事
態
が
行
は
れ
た

の

で
あ
る

avo

叉
同
樺
な
こ
と
は
宋
会
要
稿
蕃
夷
叉
南
蛮
天
蕗
二
年
七
月
の
条
に
も

通
漢
(0
制
遁
)
再
表
乞
留
京
師
。
詔
不
許
。
以
通
漢
子
殿
直
光
沢
。
監
期
州
税
。
孫
借
職
守
忠
。
巡
轄
剤
南
鼎
州
馬
逓
鋪
。
並
従
共
請
。

と
あ
っ
て
、
南
江
蛮
歯
向
氏
の
子
孫
が
湖
南
省
常
徳
県
の
任
地
に
遣
は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
向
光
沢
は
次
の
年
の
十
二
月

に
な
る
と
そ
の
本
拠
地
の
宮
州
蜜
酋
と
し
て
宋
朝
に
領
土
の
献
納
を
上
表
し
て
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、

鼎
州
の
任
地
で
税
を
監
し
た
の
は
短
期
間

で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

叉
、
長
一
泊
立
大
中
祥
符
七
年
十
一
周
戊
良
の
条
に
、

以
一
民
州
漢
桐
都
指
揮
使
説
進
武
。
補
三
班
借
職
。
監
一房
州
税
。
佑
給
装
銭
。
赴
任
。

と
あ
っ
て
、
蛮
の
説
進
武
が
装
銭
を
給
せ
ら
れ
て
湖
北
省
竹
山
県
の
任
地
に
赴
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る

|
l実
際
は
そ
の
後
変
更
さ
れ
て
准
南

に
赴
く

l
iこ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
処
を
見
る
と
、
査
歯
の
一
族
が
監
当
官
と
し
て
そ
の
本
拠
地
よ
り
は
な
れ
て
実
際
に
任
地
に
赴
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
帰
明
宮
に
俸
給
が
与
へ
ら
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
ゐ
ら
う
。
こ
れ
ら
は
既
に
見
て
来
た
遷
徒
と
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
が
類
似
の
点

が
多
い
の
で
こ
〉
に
附
言
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
備
、
来
帰
し
て
た
蜜
曾
や
そ
の
一
族
に
そ
の
遷
徒
地
に
於
い
て
官
職
を
授
け
銭
糧
を
給
し
た

こ
と
も
勿
論
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
長
編
時
一
一
一
天
聖
三
年
七
月
了
未
の
条
に

未
有
一



Hosei University Repository

四

荊
湖
北
路
転
運
使
孫
沖
言
。
下
渓
州
刺
史
彰
儒
猛
攻
殺
知
忠
彦
州
彰
天
結
。
共
子
儒
素
率
共
党
九
十
二
人
来
帰
。

知
兵
馬
使
。
余
官
並
月
給
銭
糧
。
従
之
。

と
あ
っ
て
、
北
江
蛮
曾
の
子
の
来
帰
し
た
者
を
湖
北
省
の
地
に
遷
し
て
都
知
兵
馬
使
と
な
し
、
余
官
の
者
に
も
月
k

に
銭
糧
を
給
し
て
ゐ
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
帰
明
宮
が
請
給
即
ち
俸
給
を
支
給
さ
れ
ゐ
た
例
は
多
数
あ
る
故
、
こ
〉
で
は
一

k

例
証
し
な
い
。

帰
明
官
の
任
地
に
就
い
て
制
限
が
あ
っ
て
特
に
北
辺
地
域
が
除
外
さ
れ
て
ゐ
た
事
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、

各
州
に
於
け
る

帰
明
官
の
人
員
に
つ

い
て
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
っ
た
事
は
、
南
宋
の
例
で
あ
る
が
宋
会
要
稿
世
十
紹
興
六
年
五
月
二
十
八
日
の

条
に
、

欲
補
儒
素
為
復
州
都

詔
北
界
帰
朝
帰
明
毎
州
不
得
過
六
員
。
余
依
己
降
指
揮
。
共
酉
界
井
蜜
繕
人
毎
州
不
得
過
二
員
。

と
あ
る
に
よ
り
知
る
の
で
あ
っ
て
、
蜜
倍
は
毎
州
二
員
を
過
ぎ
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
は
一
地
点
の
み
に
集
会
さ
せ
る
と
弊
害
が

起
る
の
で
分
散
さ
せ
る
主
旨
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。

尚
、
帰
明
官
に
対
し
て
朝
廷
で
は
種
K

の
配
慮
を
な
し
て
州
県
に
落
度
の
な
い
様
に
注
意
し
て
ゐ
た
如
く
で
、
そ
れ
は
宋
会
要
一
精
一
ず
帰
明
政

和
七
年
七
月
九
日
の
条
に
、

詔
o

諸
路
一
帰
明
宮
己
授
漢
{
呂
美
一
遣
。
何
所
在
処
知
遇
等
常
功
(
0
制
の
)
体
認
朝
廷
待
遇
。
優
加
存
郎
。
無
致
失
。

と
あ
り
、
又
他
の
例
で
も

「
以
一
ポ
来
遠
之
意
」
と
か

「
州
県
常
加
安
撫
」
と
か
の
語
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
窺
ひ
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

五

以
上
、
南
方
蜜
歯
の
内
地
へ
の
遷
徒
を
中
心
と
し
て
、

か
っ
た
。
一
体
、
失
・
朝
に
於
け
る
南
支
那
蛮
歯
の
内
地
へ
の
遷
徒
は
蜜
地
経
略
と
表
裏
を
な
す
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

内
徒
は
何
ん
と
一
去
っ
て
も
少

数
な
蜜
人
が
多
数
な
る
漢
民
族
の
内
部
に
浸
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
化
の
点
で
は
そ
れ
自
体
他
に
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
効
果
を
あ
げ
得
た

も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
い
た
ら
う
。
又
、
蜜
歯
の
内
徒
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
連
る
蛮
人
に
大
き
な
漢
化
力
を
与
へ
た
で
あ
ら
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
る
ま
い
。

そ
の
地
域
授
与
さ
れ
た
田
土

・
官
職
等
に
つ
き
概
観
の
み
を
述
べ
る
こ
と
し
か
出
来
な
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一
方
、
漢
民
族
自
体
の
蛮
地
へ
の
進
出
及
び
州
県
の
設
置
は
漢
人
の
査
地
へ
の
投
入
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
だ
け
で
は
さ
き
の
内
徒
の
場
合
と
全

く
逆
の
立
場
に
あ
る
こ
と
〉
な
る
が
、
こ
の
際
こ
そ
漢
民
族
の
政
治
的
・
経
済
的
及
び
文
化
的
使
位
が
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
〉
な
り
、
こ

の
優
位
を
通
じ
て
蛮
人
・
蛮
地
の
漢
化
は
着
K

と
し
て
進
展
す
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
模
化
舞
台
は
勿
論
漢
人
と
蛮
人
と
の
密
接

な
交
渉
の
行
は
れ
る
場
所
即
ち
設
置
さ
れ
た
州
県
城
築
が
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
そ
の
梗
概
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る

が
ハ
ぎ
、
こ
の
様
な
州
県
の
設
置
と
共
に
内
徒
が
南
蛮
漢
化
の
過
程
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
得
た
と
思
は
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
少
し
く
論
及

し
た
の
で
あ
る
。

詮

(
2〉

「
史
学
雑
誌
」
第
四
七
飯
第
一
一
号
。

朱
史
一
服
剛
一
梅
蛮
二
、
夷
山
咽
蛮
。
朱
会
要
稿
、
審
英
五
南
蛮
、
県
率
五
」
牛
十
月
。
宋
史
一
一
一
一一
一
張
一
預
伝
。
続
安
治
遁
鐙
長
一
向
腕
江
、

庚
申
の
僚
。

宋
史
…
諸
蛮
夷
一
。
文
献
一
週
考
岡
商
考
、
盤
町
判
経
。
元
盤
九
域
志
一
切
議
・
隊
州
荊
潮
路
。

辛
亥
。

照
率
五
年
十
一
月

(
1〉

(

3

)

 

長
続
叩
一
九
天
和
二
年
五
月
丁
卯
・
同
香
川
九
乾
興
一
元
年
十
二
月

(
4〉

朱
史
…
加盟
蛮
夷
一
。

長
一
続
一
一
乾
徳
三
年
七
月
・
同
書
一
一二
豆
半
七
年
四
月
丙
成
・
開
書
一
一
足
元
制
定
八
年
七
月
丙
辰
・
同
書

文
献
遁
考
囚
寵
考
接
狐
穏
。

一
一
二
大
一
合
同
一
回
八
年
十
二
月
己
酉
。
元
登
九
時
叫
志
鳩
山
刑
湖
北
路
前
州
の
侠
。

(

5

)

 

宋
史
焼
却

・
文
献
望
号
・
一
見
壁
九
空
応
い
は
右
K
同
じ
。
宋
市
宮
地
八
地
理
士
山
。
長
一
統
一
把
豆
半
六
年
六
月
巴
卯
・
同
書
笠

一
冗
壁
一
プ
年
六
月
・
同
斗
信
同
年

十
二
月
丁
亥
の
保
。

(

6

)

 

朱
会
要
稿
蕃
夷
玉
南
蛮
、
皇
一
献
三
年
三
月
十
七
日
及
び
治
一
ヰ
四
年
十
一
月
二
十
九
日
の
僚
。
宋
丸
一
一
羽
・
文
献
遜
考
は
右
に
同
じ
。

(

7

)

 

朱
史
的
回
蛮
夷
ニ
誠
徽
州
。
長
編
時
心
配
一
率
九
年
十
月
辛
亥
・
同
書
一
一
二
県
内
且
干
六
年

E
月
の
線
。

(

8

)

 

朱
史
…
諸
蛮
夷
一
。
長
続
一
一
一
一
忌
廃
三
年
九
月
乙
丑
・
問
書
腕
↑
岡
田
年
一
一
一
月
里
民
の
僚
。

五
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ーノ、

(
9
〉

宋

史
鳩
醐
南
丹
蛮
・
同
鳩
潤
豪
州
及
び
撫
水
州
。
宋
会
要
務
蕃
夷
五
安
化
州
。
文
献
遁
考
咽
薦
。

(

叩

)

桂
海
虞
衡
志
、
志
蛮
。
償
制
灯
代
一
答功一

。
拙
稿

「
広
西
蛮
曾
の
始
遷
組
に
つ
い
て
」
(
「
南
ア
ジ
ア
学
報
」
二
号
、
昭
和
十
九
年
)

(

日

)

朱
会
芸
術
蕃
夷
五
俄
氏
。
文
献
遁
考
一
叫
揖
同
一
凶
一
原
資
。
宗
史
地
問
蛮
夷
一
一一
広
源
州
。
長
編
坤
↑
皇
一
献
一
万
年
九
月
乙
己
。

宋
由
民
一
胞
団
蛮
夷
三
察
、
調
。
+
父
献
遁
唱
え
岨
商
。
桂
虞
衡
士
山
、
志
変
。

長
信
森

一
一
一
天
蒋
三
年
三
年
七
月
戊
辰
の
註
。

長
目
黒
山
九
嘉
結
五
年
十

一
月
己
丑
及
び
朱
史
…
諸
蛮
夷
一

同
年

の
僚
も
略
同
様
。

長
縄
問
団
元
一
町
六
年
二
月
辛
亥
及
び
問
書
政
相
同
年
三

月
丙
成
の
保
。
宋
会
市
官
稿
蕃
夷
五
周
年
二

月
二
十
二
日
の
僚
。

長
絹
一
定
随
一
率
九
年
十
月
辛
亥
・
同
咋
九
天
一
時
二
年
四
月
乙
任
。

長
田
明
一
位
一
否
豊
一
元
年

E
月
己
未
。

ハ
ロ
〉

(

日

〉

(

川

崎

)

ハ
日
)

(
時

)

〈

げ

〉

(
刊
ぬ
〉

長
田
柄
坤
庇
元
徹
元
年
疋
月
丁
己
の
僚
参
照
。

(

四

〉

宋
会
要
務
蛮
夷
七
彪
代
朝
貢
、
政
和
六
年
八
月
十
三
日
。
同
審
英
五
南
蛮
大
中
一
昨
符
五
年
十
月
の
僚
。
長
続
投
一
一
塁
且
干
八
年
間
四
月
乙
卯
・
同
書
寸
八

大
中
野
作
六
年
十
月
壬
成
。
朱
史
雄
調
査
英
一
。

(
却

〉

長
続
一
服
七
大
中
一
昨
符
歪
寸
十
月
乙
己
・

問
書
位
二
否
昼
間同年

二
月
間
甲
成
の
僚
。
朱
会
主
例
蕃
夷
五
南
蛮
成
卒
五
年
十
月
・

夫
建
四
年
八
月
・
同
勢
蕃
夷

七
歴
代
朝
貢
天
忠
一
四
年
八
月
十
四
日
の
保
。

(

幻

〉

臨
川
先
注
文
集
地
図
賜
渓
洞
知
的
州
同
一万
宗
生
一
千
差
寒
助
南
郊
芥
資
冬
交
正
柑
香
。
宋
史
…
脱
却
蛮
夷
一

歪
迫
二
年
。
朱
会
主
情
蕃
夷
五
芸
道

二
年
・
及
び

中へ中
一野付一
一克
・
年
十
月
・

同
五
年
一
一
月
の
僚
。
長
線
諮
問
先
祐
四
年
十
一

皮
午
午
及
び
甲
申
の
僚
。
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(
詑

〉

長
一
品
ト
嘉
誠
一
元
年
九
月
己
亥
。

朱
史
日
比
調
蛮
夷
一
彰
氏
、
至
和
二
年

の
僚
。

(

お

)

(
U
A
)
 

朱
会
妻
橋
蕃
夷
五
南
蛮
、
至
和
二
年
五
月
の
僚
に
も
見
ゅ。

(

お

)

文
献
甲
週
中
考
拘
商
南
丹
州
蛮
に
も
見
ゅ
。

長
担
与
八
六
中
一昨
符
六
年
九
月
一安
巴
及
び
文
献
遁
考
一
世
間
南
丹
蛮

の
僚

K
も
見
ゅ。

(
部

)

(

幻

)

宋
会
要
稿
蕃
夷
五
広
源
州
変
、
元
結

二
年
六
月
二
十
二
日
の
僚
も
同
じ
。

(
m
ぬ
)

長
一綿一斗
九
天
一
時
二
年
一
止
月
乙
卯
の
僚
。
朱
史
…
m明
苦
笑
割
天
路
二
年
の
僚
。

宋
会
要
稿
惜
一
帰
明
に
「
太
宗
薙
照
三
年
七
月
。
認
。
北
界
帰
明
人
先
令
分
処
井
代
。
今
遺
密
枢
都
品
市
宮
崎
初
守

一。
滋
於
一
凶
京
許
州。
給
関
回
一
処
之
」

と
あ
る
如
童
も
井
代
よ
り
西
京
に
還
し

て
い
る
例
で
之
は
北
方

の
帰
問
一
人

の
相
場
合
で
あ
る
が
同
じ
目
的
で

あ
ら
う
。

(
却

)

(

却

〉

(

幻

)

周
藤
吉
之
氏

「
中
国
土
地
制
度
史
研
究
」
頁
=
一四
六
|
三
回
七
。

宋
会
要
特
例
性
一
帰
明
、
徽
宗
室
等
二
年
九
月
二
十
三

日
の
僚
。

本
稿
頁
三
二
参
照
。

(

詑

)

先
に
掲
げ
た
長
一
時
吋
九
天
祐

二
年
四
月
戊
牛

の
僚

(
本
稿
頁
二
八
参
照
〉

も
同
様
な
例
で
あ
る
。

(

お

)

長一
精一町
一L
m山
率
七
年
正
月
丁
巳

の
像
。

長
精
一
一
明
一
万
蹴
五
年
八
月
一
内
一
肢
の
蘇
綴
の
言
に
「
葉
況
州
等
一笠
日
皆
用
兵
云
々

」
(
本
稿
、
寅
二

八
参
照
)
と
あ
る
の
は

と
の
様
な
内
地
へ
の
選
後
を

(
川
品

)言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
お

〉

史
学
会
第
五

十
三
回
大
会
、
東
洋
史
部
会
「
省
地
・
省
民
に
就
い
て
」

(
昭
和

ニ
ヤ
九
年
十
一
月
〉
「
史
伊
雑
誌
」
第
六
三
続
第

一
二
号
。

七
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